
　
県
議
会
で
は
、
定
例
会
ご
と
に
政
策
勉
強

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
大
阪
国
際
大
学
国
際
教
養
学
部

の
村
田
隆
志
教
授
を
講
師
に
お
招
き
し
「
地

域
資
源
と
し
て
の
豊
後
南
画
」
と
題
し
、
豊

後
南
画
の
特
徴
や
、
地
域
資
源
と
し
て
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※

南
画
は
、
江
戸

時
代
に
広
ま
っ
た

絵
画
様
式
で
、
そ

の
な
か
で
も
豊
後

南
画
は
、
大
分
県

に
お
い
て
田
能
村

竹
田
を
中
心
に
独

自
に
発
展
し
、
地

域
の
歴
史
や
文
化

を
反
映
し
た
絵
画

様
式
と
し
て
、
現

在
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

大分県議会 検索

題字は、学校法人大分高等学校３年

河野 陽向さんの作品です。

題字は、学校法人大分高等学校３年

河野 陽向さんの作品です。

140140NoNo
大分県議会大分県議会
令和7年11月発行令和7年11月発行

表紙の題字の作者

学校法人大分高等学校
の所属する書道部の様子をご紹介します

河野 陽向 さん

　大分高等学校書道部は、３年生 10名、２年生６名、
１年生９名の計 25名で活動しています。
　部訓である「意識向上～礼儀・団結・考動～」の
もと日々の部活動に励んでいます。主な活動は各種
展覧会へ向けた作品制作や書道パフォーマンスです。
　目標は「高大展」「書の甲子園」のW優勝です !

かわ  の ひなた

かわの　 ひなたかわの　 ひなた

　県議会では、県民の声を県政に反映させることを目的に、地域の現状や課題、これらへの対応や
取組などについて意見交換を行う「出前県議会」を毎年開催しています。
　今年度は 10月 17日に竹田市で「豊肥地域の魅力ある地域づくり」をテーマに、豊肥地域で活躍
する4名に活動報告や提言を発表いただきました。
　その後、発表者 4 名と広報委員、地元県議など 15 名の議員、竹田市副市長など来賓 5 名が活発
に意見を交わしました。

《
県
議
会
今
後
の
動
き
》

令
和
７
年

　
　
第
４
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

11
月
26
日（
水
）　
開
会

12
月
3
日（
水
）〜
5
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
8
日（
月
）9
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
12
日（
金
）　
閉
会

　YouTubeで過去の定例会のダイジェストをご覧い
ただけます。
　10月12日放送分は、こども議会見学やユースモニ
ターとの意見交換会の様子などを配信しています。

議員が講師として小学校から大学等に出向き、県
議会の仕組みや議員の活動についてわかりやすく
説明します。

　

あっきらきら農園
赤嶺 正義　さん
（豊後大野市）

(株)高山組
高山 恵利佳　さん

（竹田市）

グローカルおおの
森 美由紀　さん
（豊後大野市）

かぼす農家
渡邉 かおり　さん

（竹田市）

｜ト｜ピ｜ッ｜ク｜ス｜

政
策
勉
強
会

議員出前講座

議会ロビー展示

お申込み方法や
過去の開催状況
は二次元コード
からご覧いただけます

【お問合せ】
議会事務局政策調査課 
TEL:097-506-5036

〔編集〕大分県議会事務局  大分市大手町3丁目1-1 TEL097-506-5035（ダイヤルイン） FAX097-506-1785
大分県議会ホームページにも広報紙を掲載しています。https://www.pref.oita.jp/site/gikai/kohoshi.html

　ウクライナの子どもたちが描いた絵画10点を展示しました。
（8月29日～9月24日）
　ウクライナの子どもたちが平和を願って描いたもので、北九
州市立美術館分館でも展示され、好評を博した作品です。

総合学習や公民の授業で
活用しませんか？

開催校
募集中

10県議会おおいた No.1401 県議会おおいた No.140



東九州新幹線ＰＲロゴマーク

ドローンによる
農薬空中散布

問答問答

問答 問答

問答

本
県
に
お
け
る
米
作
り
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
お
り
、
米
の
生
産
振

興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

問答 県
政
運
営
に
つ
い
て

東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て

米
の
生
産
振
興
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

ホ
ー
バ
ー
就
航
を
契
機
と
し
た

誘
客
対
策
に
つ
い
て

新
た
な
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か「
教
育
行
政
に
つ
い
て
」

な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て
」
な
ど
７
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
域
社
会
に
お
け

る
諸
課
題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

※
安
心
・
元
気
・
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン

　2
0
2
4
と
は

　県
行
政
の
長
期
的
・
総
合
的
な
指
針
で
あ

り
、
県
民
と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
内
容
を
示
し
た
も
の

9
月
10
日（
水
）

令
和
７
年
第
３
回 

定
例
会

本
会
議
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
か
ら
録
画
配
信

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

公
明
党

戸
高
　
賢
史 

議
員

と  

だ
か
　
　
け
ん 

じ左
の
質
問
は
3
分
30
秒
〜

代
表
質
問

自
由
民
主
党

森
　
　
誠
一 

議
員

も
り 

　
　
　  

せ
い
い
ち左

の
質
問
は
2
分
18
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

成
迫
　
健
児 

議
員

な
り
さ
こ
　  

け
ん 

じ左
の
質
問
は
3
分
33
秒
〜

左
の
質
問
は
19
分
45
秒
〜

左
の
質
問
は
12
分
53
秒
〜

左
の
質
問
は
5
分
52
秒
〜

　
９
月
4
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
21

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
嶋
議
長
に
よ
る
諸
般
の
報

告
に
続
き
、
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
の

創
出
に
向
け
、
賃
上
げ
と
人
手
不
足
対

策
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
安
心
・
元
気
・
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
４
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

推
進
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
大
分
県

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

な
ど
が
提
出
さ
れ
、
佐
藤
知
事
が
提
案

理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
の
代
表
質
問
に
は
会
派
を

代
表
し
て
３
人
の
議
員
が
、
９
月
11
日

か
ら
16
日
ま
で
の
一
般
質
問
に
は
12
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
県
政
の
諸
課
題
に

対
し
、
執
行
部
と
活
発
な
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
10
日
に
は
、
議
員
の
定

数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お

い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
協
議
す
る
「
議
員
定
数
調
査
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
17
日
、
18
日
に
開
催
さ
れ
た
各

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案
20

件
の
可
決
・
同
意
、
議
員
提
出
議
案
１

件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

 

知
事
就
任
後
の
２
年
間
を
ど
の
よ

う
に
総
括
し
、
今
後
の
県
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

就
任
以
来
、
県
民
と
の
対
話
を
第

一
に
県
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
安
心
の
分
野
で
は
、
防
災
体
制
の
再

構
築
や
こ
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
年
代

ま
で
の
助
成
拡
充
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ

の
支
援
、
児
童
虐
待
防
止
に
も
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
元
気
の
分
野
で
は
、
人
手
不
足
対
策

と
し
て
「
賃
上
げ
枠
」
の
創
設
や
、
９

月
か
ら
大
分
駅
ビ
ル
に
移
転
し
た
産
業

人
財
セ
ン
タ
ー
「
お
お
い
た
ジ
ョ
ブ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
機
能
強
化
を
図
り
ま

し
た
。
　

　
未
来
創
造
で
は
、
台
北
線
新
規
就
航

や
遠
隔
教
育

配
信
セ
ン

タ
ー
本
格
稼

働
、
大
分
港

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

タ
ー
ミ
ナ
ル

供
用
も
開
始

で
き
た
と
こ

ろ
。

　
※
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
４
の
昨
年
度
の
総
合
評
価
で

は
、
全
57
施
策
の
う
ち
96
・
５
％
が
順

調
ま
た
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
防
災
対
策
や
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
、
子
育
て
満
足
度
の

3
つ
の
日
本
一
に
向
け
た
取
組
を
さ
ら

に
強
化
す
る
な
ど
、
来
年
度
の
県
政
重

点
方
針
の
策
定
に
向
け
、
議
論
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
。

　
今
後
も
県
民
と
の
対
話
と
連
携
を
基

本
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４
の
目

指
す
お
お
い
た
の
姿
の
実
現
に
向
け
て
、

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向

け
、
４
県
１
市
の
期
成
会
を
中
心

に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
。

　
期
成
会
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り

カ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
１
万
枚
を
作
成
し
、

日
常
生
活
で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
県
民
の
理
解
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
整
備
計
画
策
定
の
機
運

を
高
め
る
に
は
、
基
本
計
画
路
線
を
有

す
る
全
国
の
自
治
体
・
団
体
と
も
連
携

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
1
月

に
は
25
の
自
治
体
・
経
済
団
体
が
参
加

す
る
勉
強
会
や
特
別
番
組
を
通
じ
て
議

論
を
交
わ
し
、
エ
リ
ア
全
体
の
機
運
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
７
月
の
全
国
知
事
会
で
提
案

し
賛
同
を
得
た
財
源
確
保
策
は
、
知
事

会
と
し
て
国
に
要
望
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

　
今
後
は
、
全
国
総
決
起
大
会
の
よ
う

な
場
を
設
け
る
な
ど
、
国
に
地
方
の
熱

意
を
訴
え
、

整
備
計
画
路

線
へ
の
早
期

格
上
げ
を
政

府
・
与
党
に

強
く
働
き
か

け
て
ま
い
り

ま
す
。

米
価
格
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
年
度
産
の
作
付
面
積
は
本
県
を

含
め
、
全
国
的
に
大
幅
に
増
え
る
見
込

み
で
す
。

　
全
国
知
事
会
は
、
実
態
に
応
じ
た
需

給
見
通
し
を
示
し
、
実
効
性
あ
る
対
策

を
講
じ
る
よ
う
、
国
に
緊
急
提
言
し
、

国
も
統
計
手
法
の
見
直
し
等
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
水
田
作
の
生
産
振
興
に
つ
い
て
県
で

は
、
地
域
計
画
の
見
直
し
に
よ
る
大
区

画
化
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

導
入
等
を
推
進
し
、
生
産
コ
ス
ト
低
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
特
Ａ
評
価
の
獲
得
な
ど
付

加
価
値
の
高
い
特
色
あ
る
米
づ
く
り
や
、

県
内
の
醸
造
業
を
中
心
に
需
要
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
る
麦
・
大
豆
、
飼
料
作

物
の
生
産
も
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
一
方
、
中
山
間
地
域
で
は
、
水
田
作

だ
け
で
は
経
営
が
難
し
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
高
収
益
な
園
芸
品
目
の
導
入
も

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
人
材
派
遣
や
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
農
薬
散
布
と
い
っ
た
作
業
の
代
行

等
を
担
う
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
体

の
立
上
げ
支
援
に
よ
り
農
業
者
の
生
産

性
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
持
続
的

な
地
域
農
業
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
回
の
ホ
ー
バ
ー
就
航
を
契
機
と

し
た
県
下
全
域
の
誘
客
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
観
光

局
長
に
伺
い
ま
す
。

国
内
唯
一
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る

ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
就
航
に
よ

り
、
観
光
需
要
の
取
り
込
み
や
観
光
客

の
動
線
の
変
化
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
空
港
か
ら
ホ
ー
バ
ー
で
結
ば
れ
る
大

分
市
を
起
点
に
、
県
内
各
地
へ
足
を
延

ば
す
動
き
を
見
込
み
、
国
内
外
の
商
談

会
等
で
誘
客
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
大
分
空
港
か
ら
県
内
各
地
へ
の
周
遊

促
進
の
取
組
も
重
要
で
あ
り
、
実
施
中

の
宇
佐
神
宮
御
鎮
座
１
３
０
０
年
事
業

で
は
、
航
空
事
業
者
と
連
携
し
、
周
辺

地
域
を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
空
港
や
主
要
駅
な
ど
交 

通
結
節
点
を
発
着
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

「
大
分
ゆ
め
バ
ス
」
を
活
用
し
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
へ
誘
導
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
団
体

と
連
携
し
、
ホ
ー

バ
ー
就
航
を
契
機
と

し
た
、
周
遊
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

本
県
の
雇
用
と
経
済
を
支
え
る
中
小

企
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

商
工
観
光
労
働
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
内
中
小
企
業
の
人
手
不
足
は
深

刻
で
あ
り
、
賃
上
げ
と
生
産
性
向

上
の
両
立
が
不
可
欠
で
す
。

　
県
で
は
、
昨
年
度
、
経
営
力
強
化
を

通
じ
て
継
続
的
な
賃
上
げ
を
目
指
す
中

小
企
業
向
け
に
、
保
証
料
免
除
の
制
度

資
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
補
正
予
算
案
で

は
、
国
の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
生
産

性
向
上
に
よ
る
持
続
的
な
賃
上
げ
を
図

る
中
小
企
業
等
へ
の
県
独
自
の
奨
励
金

を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
セ
ル
フ
レ

ジ
、
券
売
機
等
の
導
入
に
よ
る
業
務
改

善
を
促
す
た
め
、
国
の
補
助
金
に
県
独

自
の
上
乗
せ
支
援
を
実
施
。

　
Ｄ
Ｘ
支
援
と
し
て
、
企
業
向
け
に
、

専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
導
入
費
用
の
補
助
、
専
門
人
材
に
よ

る
伴
走
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

賃
上
げ
と
生

産
性
向
上
の

取
組
を
様
々

な
か
た
ち
で

支
援
し
て
い

き
ま
す
。

新
た
な
地
域
医
療
構
想
の
策
定
に
向

け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
地
域
医

療
構
想
に
基
づ
き
、
県
内
6
圏
域

ご
と
に
病
床
の
機
能
分
化
や
連
携
に
向

け
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
回
復
期
病
床

が
約
1
・
5
倍
に
増
加
す
る
な
ど
、
病

床
の
機
能
転
換
が
図
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
　

　
県
で
は
、
国
に
よ
り
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
新
た
な
医
療
構
想
策
定
の
動

向
も
踏
ま
え
、
先
を
見
据
え
た
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
「
治
す
医
療
」
か
ら
「
治

し
、
地
域
で
支
え
る
医
療
」
へ
の
転
換

に
向
け
た
、
病
院
と
、
在
宅
医
療
や
介

護
と
の
連
携
強
化
。

　
二
つ
は
医
療
需
要
の
将
来
予
測
等
の

分
析
。

　
こ
う
し
た
取

組
を
進
め
な
が

ら
、
幅
広
い
関

係
者
の
参
画
の

下
、
圏
域
ご
と

に
丁
寧
に
議
論

を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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東九州新幹線ＰＲロゴマーク

ドローンによる
農薬空中散布

問答問答

問答 問答

問答

本
県
に
お
け
る
米
作
り
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
お
り
、
米
の
生
産
振

興
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

問答 県
政
運
営
に
つ
い
て

東
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て

米
の
生
産
振
興
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

ホ
ー
バ
ー
就
航
を
契
機
と
し
た

誘
客
対
策
に
つ
い
て

新
た
な
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か「
教
育
行
政
に
つ
い
て
」

な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
物
価
高
騰
対
策
に

つ
い
て
」
な
ど
７
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
域
社
会
に
お
け

る
諸
課
題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

※
安
心
・
元
気
・
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ
ン

　2
0
2
4
と
は

　県
行
政
の
長
期
的
・
総
合
的
な
指
針
で
あ

り
、
県
民
と
行
政
が
目
標
を
共
有
し
、
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
む
内
容
を
示
し
た
も
の

9
月
10
日（
水
）

令
和
７
年
第
３
回 

定
例
会

本
会
議
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
中
継
か
ら
録
画
配
信

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

公
明
党

戸
高
　
賢
史 

議
員

と  

だ
か
　
　
け
ん 

じ左
の
質
問
は
3
分
30
秒
〜

代
表
質
問

自
由
民
主
党

森
　
　
誠
一 

議
員

も
り 

　
　
　  

せ
い
い
ち左

の
質
問
は
2
分
18
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

成
迫
　
健
児 

議
員

な
り
さ
こ
　  

け
ん 

じ左
の
質
問
は
3
分
33
秒
〜

左
の
質
問
は
19
分
45
秒
〜

左
の
質
問
は
12
分
53
秒
〜

左
の
質
問
は
5
分
52
秒
〜

　
９
月
4
日
か
ら
９
月
24
日
ま
で
の
21

日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
後
、
嶋
議
長
に
よ
る
諸
般
の
報

告
に
続
き
、
賃
金
と
物
価
の
好
循
環
の

創
出
に
向
け
、
賃
上
げ
と
人
手
不
足
対

策
に
必
要
な
経
費
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
安
心
・
元
気
・
未
来
創
造
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
４
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

推
進
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
大
分
県

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
議
案

な
ど
が
提
出
さ
れ
、
佐
藤
知
事
が
提
案

理
由
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
９
月
10
日
の
代
表
質
問
に
は
会
派
を

代
表
し
て
３
人
の
議
員
が
、
９
月
11
日

か
ら
16
日
ま
で
の
一
般
質
問
に
は
12
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
県
政
の
諸
課
題
に

対
し
、
執
行
部
と
活
発
な
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
10
日
に
は
、
議
員
の
定

数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お

い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
定
数
に
つ
い

て
協
議
す
る
「
議
員
定
数
調
査
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
17
日
、
18
日
に
開
催
さ
れ
た
各

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案

等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
知
事
提
出
議
案
20

件
の
可
決
・
同
意
、
議
員
提
出
議
案
１

件
を
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

 

知
事
就
任
後
の
２
年
間
を
ど
の
よ

う
に
総
括
し
、
今
後
の
県
政
運
営

を
行
っ
て
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

就
任
以
来
、
県
民
と
の
対
話
を
第

一
に
県
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
安
心
の
分
野
で
は
、
防
災
体
制
の
再

構
築
や
こ
ど
も
医
療
費
の
高
校
生
年
代

ま
で
の
助
成
拡
充
、
医
療
的
ケ
ア
児
へ

の
支
援
、
児
童
虐
待
防
止
に
も
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。

　
元
気
の
分
野
で
は
、
人
手
不
足
対
策

と
し
て
「
賃
上
げ
枠
」
の
創
設
や
、
９

月
か
ら
大
分
駅
ビ
ル
に
移
転
し
た
産
業

人
財
セ
ン
タ
ー
「
お
お
い
た
ジ
ョ
ブ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
機
能
強
化
を
図
り
ま

し
た
。
　

　
未
来
創
造
で
は
、
台
北
線
新
規
就
航

や
遠
隔
教
育

配
信
セ
ン

タ
ー
本
格
稼

働
、
大
分
港

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
船

タ
ー
ミ
ナ
ル

供
用
も
開
始

で
き
た
と
こ

ろ
。

　
※
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
４
の
昨
年
度
の
総
合
評
価
で

は
、
全
57
施
策
の
う
ち
96
・
５
％
が
順

調
ま
た
は
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。

　
現
在
は
、
防
災
対
策
や
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
、
子
育
て
満
足
度
の

3
つ
の
日
本
一
に
向
け
た
取
組
を
さ
ら

に
強
化
す
る
な
ど
、
来
年
度
の
県
政
重

点
方
針
の
策
定
に
向
け
、
議
論
を
重
ね

て
い
る
と
こ
ろ
。

　
今
後
も
県
民
と
の
対
話
と
連
携
を
基

本
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４
の
目

指
す
お
お
い
た
の
姿
の
実
現
に
向
け
て
、

果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

東
九
州
新
幹
線
の
早
期
実
現
に
向

け
、
４
県
１
市
の
期
成
会
を
中
心

に
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
。

　
期
成
会
の
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り

カ
ー
ス
テ
ッ
カ
ー
１
万
枚
を
作
成
し
、

日
常
生
活
で
目
に
す
る
機
会
を
増
や
す

こ
と
で
、
県
民
の
理
解
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
整
備
計
画
策
定
の
機
運

を
高
め
る
に
は
、
基
本
計
画
路
線
を
有

す
る
全
国
の
自
治
体
・
団
体
と
も
連
携

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
1
月

に
は
25
の
自
治
体
・
経
済
団
体
が
参
加

す
る
勉
強
会
や
特
別
番
組
を
通
じ
て
議

論
を
交
わ
し
、
エ
リ
ア
全
体
の
機
運
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
７
月
の
全
国
知
事
会
で
提
案

し
賛
同
を
得
た
財
源
確
保
策
は
、
知
事

会
と
し
て
国
に
要
望
さ
れ
た
と
こ
ろ
。

　
今
後
は
、
全
国
総
決
起
大
会
の
よ
う

な
場
を
設
け
る
な
ど
、
国
に
地
方
の
熱

意
を
訴
え
、

整
備
計
画
路

線
へ
の
早
期

格
上
げ
を
政

府
・
与
党
に

強
く
働
き
か

け
て
ま
い
り

ま
す
。

米
価
格
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
、

今
年
度
産
の
作
付
面
積
は
本
県
を

含
め
、
全
国
的
に
大
幅
に
増
え
る
見
込

み
で
す
。

　
全
国
知
事
会
は
、
実
態
に
応
じ
た
需

給
見
通
し
を
示
し
、
実
効
性
あ
る
対
策

を
講
じ
る
よ
う
、
国
に
緊
急
提
言
し
、

国
も
統
計
手
法
の
見
直
し
等
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
水
田
作
の
生
産
振
興
に
つ
い
て
県
で

は
、
地
域
計
画
の
見
直
し
に
よ
る
大
区

画
化
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の

導
入
等
を
推
進
し
、
生
産
コ
ス
ト
低
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
特
Ａ
評
価
の
獲
得
な
ど
付

加
価
値
の
高
い
特
色
あ
る
米
づ
く
り
や
、

県
内
の
醸
造
業
を
中
心
に
需
要
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
る
麦
・
大
豆
、
飼
料
作

物
の
生
産
も
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
一
方
、
中
山
間
地
域
で
は
、
水
田
作

だ
け
で
は
経
営
が
難
し
い
状
況
に
あ
る

た
め
、
高
収
益
な
園
芸
品
目
の
導
入
も

引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
人
材
派
遣
や
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
農
薬
散
布
と
い
っ
た
作
業
の
代
行

等
を
担
う
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
体

の
立
上
げ
支
援
に
よ
り
農
業
者
の
生
産

性
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
持
続
的

な
地
域
農
業
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
回
の
ホ
ー
バ
ー
就
航
を
契
機
と

し
た
県
下
全
域
の
誘
客
対
策
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
観
光

局
長
に
伺
い
ま
す
。

国
内
唯
一
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る

ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
就
航
に
よ

り
、
観
光
需
要
の
取
り
込
み
や
観
光
客

の
動
線
の
変
化
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
空
港
か
ら
ホ
ー
バ
ー
で
結
ば
れ
る
大

分
市
を
起
点
に
、
県
内
各
地
へ
足
を
延

ば
す
動
き
を
見
込
み
、
国
内
外
の
商
談

会
等
で
誘
客
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
大
分
空
港
か
ら
県
内
各
地
へ
の
周
遊

促
進
の
取
組
も
重
要
で
あ
り
、
実
施
中

の
宇
佐
神
宮
御
鎮
座
１
３
０
０
年
事
業

で
は
、
航
空
事
業
者
と
連
携
し
、
周
辺

地
域
を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
空
港
や
主
要
駅
な
ど
交 

通
結
節
点
を
発
着
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー

「
大
分
ゆ
め
バ
ス
」
を
活
用
し
、
観
光

ス
ポ
ッ
ト
へ
誘
導
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
関
係
団
体

と
連
携
し
、
ホ
ー

バ
ー
就
航
を
契
機
と

し
た
、
周
遊
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

本
県
の
雇
用
と
経
済
を
支
え
る
中
小

企
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

商
工
観
光
労
働
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
内
中
小
企
業
の
人
手
不
足
は
深

刻
で
あ
り
、
賃
上
げ
と
生
産
性
向

上
の
両
立
が
不
可
欠
で
す
。

　
県
で
は
、
昨
年
度
、
経
営
力
強
化
を

通
じ
て
継
続
的
な
賃
上
げ
を
目
指
す
中

小
企
業
向
け
に
、
保
証
料
免
除
の
制
度

資
金
を
創
設
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
回
の
補
正
予
算
案
で

は
、
国
の
助
成
制
度
を
活
用
し
、
生
産

性
向
上
に
よ
る
持
続
的
な
賃
上
げ
を
図

る
中
小
企
業
等
へ
の
県
独
自
の
奨
励
金

を
拡
充
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
セ
ル
フ
レ

ジ
、
券
売
機
等
の
導
入
に
よ
る
業
務
改

善
を
促
す
た
め
、
国
の
補
助
金
に
県
独

自
の
上
乗
せ
支
援
を
実
施
。

　
Ｄ
Ｘ
支
援
と
し
て
、
企
業
向
け
に
、

専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
や
Ｉ
Ｔ
ツ
ー

ル
導
入
費
用
の
補
助
、
専
門
人
材
に
よ

る
伴
走
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

賃
上
げ
と
生

産
性
向
上
の

取
組
を
様
々

な
か
た
ち
で

支
援
し
て
い

き
ま
す
。

新
た
な
地
域
医
療
構
想
の
策
定
に
向

け
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
地
域
医

療
構
想
に
基
づ
き
、
県
内
6
圏
域

ご
と
に
病
床
の
機
能
分
化
や
連
携
に
向

け
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
回
復
期
病
床

が
約
1
・
5
倍
に
増
加
す
る
な
ど
、
病

床
の
機
能
転
換
が
図
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
　

　
県
で
は
、
国
に
よ
り
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
新
た
な
医
療
構
想
策
定
の
動

向
も
踏
ま
え
、
先
を
見
据
え
た
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
「
治
す
医
療
」
か
ら
「
治

し
、
地
域
で
支
え
る
医
療
」
へ
の
転
換

に
向
け
た
、
病
院
と
、
在
宅
医
療
や
介

護
と
の
連
携
強
化
。

　
二
つ
は
医
療
需
要
の
将
来
予
測
等
の

分
析
。

　
こ
う
し
た
取

組
を
進
め
な
が

ら
、
幅
広
い
関

係
者
の
参
画
の

下
、
圏
域
ご
と

に
丁
寧
に
議
論

を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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問答

問答

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て

答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
中
小
企
業
等
の
賃
上

げ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

※
複
数
校
志
願
制
度
と
は

　第
一
志
願
校
が
不
合
格
だ
っ
た
生
徒
を
対

象
に
、
欠
員
の
あ
る
学
校
・
学
科
を
第
二
志

願
と
し
て
受
け
付
け
る
も
の
。
入
学
考
査
料

が
必
要
な
く
、
普
通
科
に
つ
い
て
は
、
出
身

中
学
校
の
所
在
地
に
よ
っ
て
地
域
が
限
定
さ

れ
る
。

※

複
数
校
志
願
制
度
に
つ
い
て

問答 不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問答

問答

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

大
阪
・
関
西
万
博
の

　
　
　
　
　
レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て

問

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
東
九
州
新
幹
線
及

び
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い
て
」

な
ど
２
項
目

※
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
は

　か
ん
が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明
ら
か
に
し
、

理
解
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
か
ん
が
い
施

設
の
適
切
な
保
全
に
資
す
る
た
め
に
、
歴
史

的
な
か
ん
が
い
施
設
を
国
際
か
ん
が
い
排
水

委
員
会
が
認
定
・
登
録
す
る
制
度
。

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
域
医
療
に
お
け

る
諸
課
題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
選
ば
れ
る
お
お
い
た

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
に
つ
い
て
」

な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

大
友
宗
麟
公
生
誕
５
０
０
年
に

　
　
　
　
　 

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問 ※

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
つ
い
て

答

9
月
11
日（
木
）

9
月
12
日（
金
）

自
由
民
主
党

古
手
川
正
治 

議
員

こ  

て  

が
わ
ま
さ
は
る

左
の
質
問
は
10
分
59
秒
〜

志
士
の
会

末
宗
　
秀
雄 

議
員

す
え
む
ね
　
　
ひ
で 

お左
の
質
問
は
6
分
57
秒
〜

自
由
民
主
党

三
浦
　
正
臣 

議
員

 

み 

う
ら
　
　
ま
さ
お
み左

の
質
問
は
1
分
14
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

木
田
　
　
昇 

議
員

 

き   

だ
　 

　
　 

の
ぼ
る

左
の
質
問
は
12
分
01
秒
〜

一
般
質
問自

由
民
主
党

宮
成
公
一
郎 

議
員

み
や
な
り
こ
う
い
ち
ろ
う

左
の
質
問
は
30
分
28
秒
〜

自
由
民
主
党

穴
見
　
憲
昭 

議
員

あ
な 

み
　
　 

の
り
あ
き左

の
質
問
は
20
分
38
秒
〜

公
明
党

𠮷
村
　
哲
彦 

議
員

よ
し
む
ら
　  

あ
き
ひ
こ左

の
質
問
は
27
分
09
秒
〜

２
０
３
５
年
以
降
の
大
会
の
日
本

開
催
も
見
据
え
、
県
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
企
画
振

興
部
長
に
伺
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
日
本
大
会
で
は
、

５
試
合
開
催
し
、
２
５
６
億
円
も

の
経
済
波
及
効
果
を
得
た
本
県
は
、
そ

の
レ
ガ
シ
ー
継
承
に
向
け
、
推
進
委
員

会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
県
協
会
と
連
携
し
、
１

２
２
校
の
小
学
校
等
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教

室
開
催
や
、
横
浜
キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
２
試
合
に
県
民

６
３
０
０
人
を
招
待
す
る
と
と
も
に
、

国
内
外
か
ら
年
間
８
チ
ー
ム
の
合
宿
を

誘
致
す
る
な
ど
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
２
０
３
５
年
以
降
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
再
誘
致
を
見
据
え
、
開
催
候
補

地
と
し
て
の
優
位
性
を
高
め
る
た
め
に

も
、
定
期
的
な
代
表
戦
の
誘
致
開
催
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、

課
題
と
な
る

交
通
ア
ク
セ

ス
改
善
の
調

査
研
究
を
進

め
、
県
民
が

二
度
目
の
感

動
を
体
験
で

き
る
よ
う
、

引
き
続
き
努

力
し
ま
す
。

複
数
校
志
願
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

複
数
校
志
願
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
１
つ
目
は
、
一
度
の
選
抜
試

験
で
２
校
の
出
願
が
可
能
な
た
め
、
受

験
生
の
負
担
を
増
や
さ
ず
進
路
の
選
択

肢
が
広
が
る
こ
と
。

　
２
つ
目
は
、
第
二
志
願
と
し
て
地
域

の
生
徒
が
地
元
の
高
校
を
選
び
や
す
く

な
り
、
ま
た
大
分
市
の
生
徒
は
市
外
の

高
校
も
選
択
で
き
る
た
め
、
地
域
の
高

校
の
定
員
充
足
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
。

　
３
つ
目
は
、
二
次
入
試
廃
止
に
よ
る

入
学
考
査
料
の
保
護
者
負
担
や
高
校
側

の
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
の
高
校
が
第
一
志
願

の
合
格
者
で
定
員
に
達
し
た
場
合
、
地

域
の
生
徒
が
地
元
の
高
校
に
第
二
志
願

で
出
願
で
き
な
く

な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

　
本
制
度
を
着
実

に
実
行
に
移
し
つ

つ
、
県
立
高
校
の

魅
力
づ
く
り
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

大
友
宗
麟
公
生
誕
５
０
０
年
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い

ま
す
。県

は
、
こ
れ
ま
で
企
画
展
な
ど
の

開
催
を
通
じ
、
宗
麟
公
の
人
物
像

や
キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
文
化
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
生
誕
５
０
０
年
の
節
目
に
は
、
宗
麟

公
の
足
跡
と
と
も
に
郷
土
の
歴
史
を
再

認
識
し
、
県
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

好
機
の
た
め
、
総
合
補
助
金
等
を
活
用

し
て
、
関
係
者
の
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
２
０
３
０
年
を
目
指
し

て
大
友
氏
館
跡
の
整
備
を
進
め
て
い
る

大
分
市
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
生
誕
５
０
０
年
に
向

け
、
広
く
県
民
の
機
運
醸
成
に
努
め
て

い
き

ま
す
。

て
、
医
学
的
知
見
を
基
に
、
治
療
開
始

時
の
年
齢
を
43
歳
未
満
と
定
め
、
治
療

回
数
は
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
40
歳
未

満
で
６
回
、
43
歳
未
満
で
３
回
と
規
定
。

県
の
助
成
も
同
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
早
い
時
期
か
ら
将
来
の
妊

娠
・
出
産
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
高
校
生
等
を
対
象
に
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、

妊
娠
・
出
産
を

希
望
す
る
方
に

寄
り
添
っ
た
支

援
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
、
そ
の
上
で
、
次
期
プ
ラ
ン

の
策
定
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
第
５
次
お
お
い

た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
啓
発
活
動
や
女
性
活
躍
推
進
、
働

き
方
改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
末
時
点
で
、
女
性
活
躍

９
月
に
新
た
に
認
定
さ
れ
た
「
竹

田
の
か
ん
が
い
用
水
群
」
に
つ
い

て
、
観
光
や
教
育
と
い
っ
た
地
域
資
源
の

視
点
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
農
林
水

産
部
長
に
伺
い
ま
す
。

竹
田
の
用
水
群
の
登
録
は
、
多
く

の
隧
道
（
※
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
）

や
石
橋
等
の
歴
史
・
機
能
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
。

　
地
元
で
は
、
８
月
に
準
備
会
を
立
ち

上
げ
、
具
体
的
な
活
用
策
と
し
て
、
ス

タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
合
宿
な
ど
の
実

施
や
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
連
携

し
た
新
た
な
観
光
コ
ー
ス
の
設
定
、
登

録
遺
産
を
付
加
価
値
と
捉
え
た
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
の
立
ち
上
げ
等
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
関
係
部
局
と
連
携

し
て
支
え
て

い
く
と
と
も

に
、
次
世
代

へ
貴
重
な
財

産
と
し
て
引

き
継
げ
る
よ

う
施
設
の
維

持
保
全
に
も

し
っ
か
り
と

取
り
組
み
ま

す
。

不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
福
祉

保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
平
成
15

年
度
か
ら
不
妊
治
療
へ
の
助
成
を

開
始
し
、
保
険
適
用
後
の
令
和
４
年
度

以
降
は
、
自
己
負
担
の
大
き
い
先
進
医

療
と
不
妊
検
査
費
を
市
町
村
と
共
同
で

助
成
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
高
い
水
準

で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
保
険
適
用
の
年
齢
要
件
に
つ
い

推
進
宣
言
企
業
の
数
や
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
な
ど
は
目
標
を
上
回
り
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
女
性
の
管
理
職
割
合
や
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
は
課
題

が
未
だ
に
残
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
次
期
プ
ラ
ン
で
は
、「
次
世
代
の
意

識
醸
成
に
向
け
た
一
層
の
啓
発
」と「
事

業
者
を
巻
き
込
ん
だ
女
性
活
躍
の
さ
ら

な
る
推
進
」
の
２
点
を
重
点
課
題
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
、
経
済
界
と
の
連
携
を
加
速
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

元
気
な
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

万
博
期
間
中
、
情
報
発
信
を
通
じ

て
本
県
へ
の
誘
客
に
努
め
て
お

ず
い
ど
う
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問答

問答

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て

答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
中
小
企
業
等
の
賃
上

げ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

※
複
数
校
志
願
制
度
と
は

　第
一
志
願
校
が
不
合
格
だ
っ
た
生
徒
を
対

象
に
、
欠
員
の
あ
る
学
校
・
学
科
を
第
二
志

願
と
し
て
受
け
付
け
る
も
の
。
入
学
考
査
料

が
必
要
な
く
、
普
通
科
に
つ
い
て
は
、
出
身

中
学
校
の
所
在
地
に
よ
っ
て
地
域
が
限
定
さ

れ
る
。

※

複
数
校
志
願
制
度
に
つ
い
て

問答 不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問答

問答

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

大
阪
・
関
西
万
博
の

　
　
　
　
　
レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て

問

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
東
九
州
新
幹
線
及

び
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い
て
」

な
ど
２
項
目

※
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
は

　か
ん
が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明
ら
か
に
し
、

理
解
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
か
ん
が
い
施

設
の
適
切
な
保
全
に
資
す
る
た
め
に
、
歴
史

的
な
か
ん
が
い
施
設
を
国
際
か
ん
が
い
排
水

委
員
会
が
認
定
・
登
録
す
る
制
度
。

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
域
医
療
に
お
け

る
諸
課
題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
選
ば
れ
る
お
お
い
た

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
に
つ
い
て
」

な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

大
友
宗
麟
公
生
誕
５
０
０
年
に

　
　
　
　
　 

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問 ※
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
つ
い
て

答

9
月
11
日（
木
）

9
月
12
日（
金
）

自
由
民
主
党

古
手
川
正
治 

議
員

こ  

て  

が
わ
ま
さ
は
る

左
の
質
問
は
10
分
59
秒
〜

志
士
の
会

末
宗
　
秀
雄 

議
員

す
え
む
ね
　
　
ひ
で 

お左
の
質
問
は
6
分
57
秒
〜

自
由
民
主
党

三
浦
　
正
臣 

議
員

 

み 

う
ら
　
　
ま
さ
お
み左

の
質
問
は
1
分
14
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

木
田
　
　
昇 

議
員

 

き   

だ
　 

　
　 

の
ぼ
る

左
の
質
問
は
12
分
01
秒
〜

一
般
質
問自

由
民
主
党

宮
成
公
一
郎 

議
員

み
や
な
り
こ
う
い
ち
ろ
う

左
の
質
問
は
30
分
28
秒
〜

自
由
民
主
党

穴
見
　
憲
昭 

議
員

あ
な 
み
　
　 

の
り
あ
き左

の
質
問
は
20
分
38
秒
〜

公
明
党

𠮷
村
　
哲
彦 

議
員

よ
し
む
ら
　  

あ
き
ひ
こ左

の
質
問
は
27
分
09
秒
〜

２
０
３
５
年
以
降
の
大
会
の
日
本

開
催
も
見
据
え
、
県
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
企
画
振

興
部
長
に
伺
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
日
本
大
会
で
は
、

５
試
合
開
催
し
、
２
５
６
億
円
も

の
経
済
波
及
効
果
を
得
た
本
県
は
、
そ

の
レ
ガ
シ
ー
継
承
に
向
け
、
推
進
委
員

会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
県
協
会
と
連
携
し
、
１

２
２
校
の
小
学
校
等
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教

室
開
催
や
、
横
浜
キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
２
試
合
に
県
民

６
３
０
０
人
を
招
待
す
る
と
と
も
に
、

国
内
外
か
ら
年
間
８
チ
ー
ム
の
合
宿
を

誘
致
す
る
な
ど
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
２
０
３
５
年
以
降
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
再
誘
致
を
見
据
え
、
開
催
候
補

地
と
し
て
の
優
位
性
を
高
め
る
た
め
に

も
、
定
期
的
な
代
表
戦
の
誘
致
開
催
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、

課
題
と
な
る

交
通
ア
ク
セ

ス
改
善
の
調

査
研
究
を
進

め
、
県
民
が

二
度
目
の
感

動
を
体
験
で

き
る
よ
う
、

引
き
続
き
努

力
し
ま
す
。

複
数
校
志
願
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

複
数
校
志
願
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
１
つ
目
は
、
一
度
の
選
抜
試

験
で
２
校
の
出
願
が
可
能
な
た
め
、
受

験
生
の
負
担
を
増
や
さ
ず
進
路
の
選
択

肢
が
広
が
る
こ
と
。

　
２
つ
目
は
、
第
二
志
願
と
し
て
地
域

の
生
徒
が
地
元
の
高
校
を
選
び
や
す
く

な
り
、
ま
た
大
分
市
の
生
徒
は
市
外
の

高
校
も
選
択
で
き
る
た
め
、
地
域
の
高

校
の
定
員
充
足
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
。

　
３
つ
目
は
、
二
次
入
試
廃
止
に
よ
る

入
学
考
査
料
の
保
護
者
負
担
や
高
校
側

の
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
の
高
校
が
第
一
志
願

の
合
格
者
で
定
員
に
達
し
た
場
合
、
地

域
の
生
徒
が
地
元
の
高
校
に
第
二
志
願

で
出
願
で
き
な
く

な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

　
本
制
度
を
着
実

に
実
行
に
移
し
つ

つ
、
県
立
高
校
の

魅
力
づ
く
り
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

大
友
宗
麟
公
生
誕
５
０
０
年
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い

ま
す
。県

は
、
こ
れ
ま
で
企
画
展
な
ど
の

開
催
を
通
じ
、
宗
麟
公
の
人
物
像

や
キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
文
化
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
生
誕
５
０
０
年
の
節
目
に
は
、
宗
麟

公
の
足
跡
と
と
も
に
郷
土
の
歴
史
を
再

認
識
し
、
県
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

好
機
の
た
め
、
総
合
補
助
金
等
を
活
用

し
て
、
関
係
者
の
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
２
０
３
０
年
を
目
指
し

て
大
友
氏
館
跡
の
整
備
を
進
め
て
い
る

大
分
市
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
生
誕
５
０
０
年
に
向

け
、
広
く
県
民
の
機
運
醸
成
に
努
め
て

い
き

ま
す
。

て
、
医
学
的
知
見
を
基
に
、
治
療
開
始

時
の
年
齢
を
43
歳
未
満
と
定
め
、
治
療

回
数
は
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
40
歳
未

満
で
６
回
、
43
歳
未
満
で
３
回
と
規
定
。

県
の
助
成
も
同
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
早
い
時
期
か
ら
将
来
の
妊

娠
・
出
産
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
高
校
生
等
を
対
象
に
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、

妊
娠
・
出
産
を

希
望
す
る
方
に

寄
り
添
っ
た
支

援
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
、
そ
の
上
で
、
次
期
プ
ラ
ン

の
策
定
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
第
５
次
お
お
い

た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
啓
発
活
動
や
女
性
活
躍
推
進
、
働

き
方
改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
末
時
点
で
、
女
性
活
躍

９
月
に
新
た
に
認
定
さ
れ
た
「
竹

田
の
か
ん
が
い
用
水
群
」
に
つ
い

て
、
観
光
や
教
育
と
い
っ
た
地
域
資
源
の

視
点
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
農
林
水

産
部
長
に
伺
い
ま
す
。

竹
田
の
用
水
群
の
登
録
は
、
多
く

の
隧
道
（
※
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
）

や
石
橋
等
の
歴
史
・
機
能
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
。

　
地
元
で
は
、
８
月
に
準
備
会
を
立
ち

上
げ
、
具
体
的
な
活
用
策
と
し
て
、
ス

タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
合
宿
な
ど
の
実

施
や
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
連
携

し
た
新
た
な
観
光
コ
ー
ス
の
設
定
、
登

録
遺
産
を
付
加
価
値
と
捉
え
た
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
の
立
ち
上
げ
等
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
関
係
部
局
と
連
携

し
て
支
え
て

い
く
と
と
も

に
、
次
世
代

へ
貴
重
な
財

産
と
し
て
引

き
継
げ
る
よ

う
施
設
の
維

持
保
全
に
も

し
っ
か
り
と

取
り
組
み
ま

す
。

不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
福
祉

保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
平
成
15

年
度
か
ら
不
妊
治
療
へ
の
助
成
を

開
始
し
、
保
険
適
用
後
の
令
和
４
年
度

以
降
は
、
自
己
負
担
の
大
き
い
先
進
医

療
と
不
妊
検
査
費
を
市
町
村
と
共
同
で

助
成
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
高
い
水
準

で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
保
険
適
用
の
年
齢
要
件
に
つ
い

推
進
宣
言
企
業
の
数
や
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
な
ど
は
目
標
を
上
回
り
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
女
性
の
管
理
職
割
合
や
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
は
課
題

が
未
だ
に
残
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
次
期
プ
ラ
ン
で
は
、「
次
世
代
の
意

識
醸
成
に
向
け
た
一
層
の
啓
発
」と「
事

業
者
を
巻
き
込
ん
だ
女
性
活
躍
の
さ
ら

な
る
推
進
」
の
２
点
を
重
点
課
題
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
、
経
済
界
と
の
連
携
を
加
速
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

元
気
な
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

万
博
期
間
中
、
情
報
発
信
を
通
じ

て
本
県
へ
の
誘
客
に
努
め
て
お

ず
い
ど
う
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先哲史料館
終戦80年記念企画展

「先哲・重光葵」展示状況

佐伯大橋南側から佐伯港方面を望む

問答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
安
心
な
大
分
県
づ

く
り
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

学
び
の
多
様
化
に
つ
い
て

問答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
日
出
生
台
で
の
訓

練
及
び
大
分
分
屯
地
の
弾
薬
庫
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

中
小
業
者
へ
の
賃
上
げ
支
援
に
つ
い
て

問答 防
災
・
減
災
機
能
を
備
え
た

　
　
　
　
　
　
　
道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
た
め
の
中
小
企
業
に
お
け
る
価
格

転
嫁
に
つ
い
て
」
な
ど
４
項
目

問答 県
営
住
宅
の
子
育
て
世
帯
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
住
戸
に
つ
い
て

問答 戦
争
体
験
の
次
世
代
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
継
承
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案
等（知

事
提
出
）

可
決
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

○
予
算
（
２
件
）

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
　
　
　
　
　
　
　

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
港
湾
施
設
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
条
例
関
係
（
11
件
）

▽
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

▽
大
分
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
ほ
か

○
人
事
関
係
（
２
件
）

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▽
土
地
利
用
審
査
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
○
そ
の
他
（
５
件
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽
物
品
の
取
得
に
つ
い
て
　
　
　
　
ほ
か

▽
私
学
助
成
制
度
の
充
実
強
化
等
を
求
め

る
意
見
書

県
民
ク
ラ
ブ

高
橋
　
　
肇 

議
員

た
か
は
し
　
　 

　
は
じ
め

左
の
質
問
は
31
分
52
秒
〜

日
本
共
産
党

堤
　
　
栄
三 

議
員

つ
つ
み
　
　　　え
い
ぞ
う

左
の
質
問
は
16
分
26
秒
〜

自
由
民
主
党

清
田
　
哲
也 

議
員

き
よ 

た
　
　 

て
つ 

や左
の
質
問
は
43
分
13
秒
〜

質
問
は
こ
の
ほ
か「
太
陽
光
発
電
施
設
の

環
境
面
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
」な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
ツ
ー
ル・ド・九
州
に

つ
い
て
」な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
大
規
模
災
害
に
備
え

た
道
路
啓
開
に
つ
い
て
」な
ど
４
項
目

9
月
16
日（
火
）

県
民
ク
ラ
ブ

守
永
　
信
幸 

議
員

も
り
な
が
　 

の
ぶ
ゆ
き左

の
質
問
は
5
分
20
秒
〜

自
由
民
主
党

中
野
　
哲
朗 

議
員

な
か 

の
　
　 

て
つ
ろ
う左

の
質
問
は
22
分
13
秒
〜

学
び
の
多
様
化
に
つ
い
て
、
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
教
育
長
に
伺

い
ま
す
。

本
県
の
令
和
５
年
度
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
、
小
中
学
校
で
過
去
最

多
を
記
録
し
、
高
校
で
も
７
０
１
人
と

高
止
ま
り
の
状
況
で
あ
り
、
従
来
の
画

一
的
な
学
校
教
育
の
在
り
方
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
で
あ
っ
た
こ
ど
も
が
、
自
分

ら
し
く
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
「
く

す
若
草
小
中
学
校
」
は
、
そ
の
先
駆
け

で
あ
り
、
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
県
と
し
て
も
、
習
熟
の
程
度
に
応
じ

た
指
導
や
、
一
人
一
台
端
末
を
活
用
し

た
児
童
生
徒
の
興
味
関
心
に
沿
っ
た
学

習
を
提
供
す
る
な
ど
、
個
別
最
適
な
学

び
の
充
実
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
福
祉

保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
平
成
15

年
度
か
ら
不
妊
治
療
へ
の
助
成
を

開
始
し
、
保
険
適
用
後
の
令
和
４
年
度

以
降
は
、
自
己
負
担
の
大
き
い
先
進
医

療
と
不
妊
検
査
費
を
市
町
村
と
共
同
で

助
成
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
高
い
水
準

で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
保
険
適
用
の
年
齢
要
件
に
つ
い

推
進
宣
言
企
業
の
数
や
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
な
ど
は
目
標
を
上
回
り
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
女
性
の
管
理
職
割
合
や
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
は
課
題

が
未
だ
に
残
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
次
期
プ
ラ
ン
で
は
、「
次
世
代
の
意

識
醸
成
に
向
け
た
一
層
の
啓
発
」と「
事

業
者
を
巻
き
込
ん
だ
女
性
活
躍
の
さ
ら

な
る
推
進
」
の
２
点
を
重
点
課
題
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
、
経
済
界
と
の
連
携
を
加
速
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

元
気
な
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

万
博
期
間
中
、
情
報
発
信
を
通
じ

て
本
県
へ
の
誘
客
に
努
め
て
お

り
、
引
き
続
き
万
博
後
も
見
据
え
て
、

次
の
３
点
に
取
り
組
み
ま
す
。
　

　
１
つ
は
、
万
博
会
場
で
の
ブ
ー
ス
出

展
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
Ｐ

Ｒ
し
て
き
た
、
県
産
品
や
観
光
素
材
な

ど
「
地
域
素
材
の
磨
き
上
げ
」。

　
２
つ
は
、
万
博
会
場
で
デ
モ
飛
行
を

行
っ
た
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
な
ど
「
先
端
技

術
の
社
会
実
装
」。

　
３
つ
は
、「
国
際
交
流
の
一
層
の
深

化
」
で
す
。

　
今
回
の
万
博
を
契
機
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、「
選
ば
れ
る
お
お
い
た
」

の
実
現
を
目
指
し
、
元
気
な
大
分
県
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
各
市
町
村
の
実
情
に
応
じ

た
好
事
例
の
横
展
開
を
進
め
る
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
の
こ
ど
も
に
寄
り

添
っ
た
学
習
支
援
や
心
の
ケ
ア
が
で
き

る
よ
う
、
教
員
の
専
門
性
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

戦
争
体
験
の
次
世
代
へ
の
継
承
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

戦
争
の
記
憶
や
教
訓
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
こ
と
は
、
平
和
な
社
会
を

維
持
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
で
あ

る
た
め
、
県
立
図
書
館
で
の
戦
争
や
平

和
を
テ
ー
マ
に
し
た
図
書
や
資
料
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
先
哲
史
料
館
で

の
企
画
展
開
催
な
ど
、
県
民
が
戦
争
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
学
校
や
公
民
館
等
で
開
催
す
る

語
り
部
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
後
世
に
残
す
べ
き
資
料
や

証
言
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
な
ど

を
進
め
、
戦
争
の
記
憶
を
決
し
て
風
化

さ
せ
る
こ

と
な
く
次

の
世
代
へ

継
承
し
て

い
き
ま

す
。

県
営
住
宅
に
お
け
る
子
育
て
世
帯

向
け
住
戸
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
土
木
建
築

部
長
に
伺
い
ま
す
。

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
環
境

の
維
持
に
対
応
す
る
た
め
、
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
4
に
基
づ
き
、
県
営
住

宅
の
改
修
や
建
替
え
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
子
育
て

世
帯
向
け
住
戸
改
修
は
、
令
和
８
年
度

ま
で
に
90
戸
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。

　
現
在
建
替
え
中
の
明
野
住
宅
で
は
、

子
育
て
世
帯
向
け
に
広
い
間
取
り
の
住

戸
を
中
心
に
60
戸
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら

住
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

中
小
企
業
へ
の
支
援
と
し
て
賃
上

げ
の
環
境
整
備
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
に
は
、

持
続
的
な
賃
上
げ
の
実
現
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
県
で
は
、
中
小
企
業
等

が
生
産
性
を
高
め
、
賃
上
げ
に
踏
み
出

せ
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
の
業
務
改
善
助
成
金
に
上
乗
せ
す

る
県
独
自
の
奨
励
金
の
申
請
は
、
こ
れ

ま
で
6
2
8
件
、
約
１
億
2
8
0
0
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
重
点
枠
を
新
設
し
、
最
低

賃
金
改
定
幅
を
超
え
る
賃
上
げ
を
し
た

中
小
企
業
等
に
対
す
る
補
助
率
を
３
分

の
２
に
引
き
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
「
賃
上
げ
枠
」
を
12
事
業
に

拡
大
し
た
ほ
か
、
県
制
度
資
金
に
よ
る

金
融
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
中
小
企
業

等
が
持
続
的
な
賃
上
げ
に
踏
み
出
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
料
軽
減
支
援
は
、

国
レ
ベ
ル
で
の
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
国
に
対
し
て
、
物
価
高
対
応
や

賃
上
げ
環
境
整
備
に
対
す
る
県
の
取
組

へ
の
後
押
し
な

ど
、
賃
金
と
物

価
の
好
循
環
の

実
現
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
き

ま
す
。佐

伯
市
内
に
お
け
る
防
災
・
減
災
機

能
を
備
え
た
道
路
整
備
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
土
木
建
築
部

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

佐
伯
港
か
ら
国
道
2
1
7
号
佐
伯

弥
生
バ
イ
パ
ス
を
経
由
し
、
佐
伯

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
ル
ー
ト
は
、

大
規
模
地
震
時
の
円
滑
な
救
援
活
動
等

を
目
的
と
し
た
道
路
啓
開
計
画
の
中
で

最
優
先
啓
開
ル
ー
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

緊
急
輸
送
体
制
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
佐
伯
港
と
佐
伯
堅
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
、
国

道
2
1
7
号
佐
伯
弥
生
バ
イ
パ
ス
を
補

完
し
、
災
害
時
に
は
重
要
な
役
割
を
果

た
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
ル
ー
ト
上
の
番
匠
川

に
架
か
る
橋
梁
の
補
修
工
事
を
行
う
な

ど
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
道
佐
伯
蒲
江
線
は
、
佐

伯
堅
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
つ
な

が
っ
て
お
り
、
道
幅
が
狭
い
な
ど
現
道

に
課
題
も
あ
る
た
め
、
整
備
方
針
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
佐
伯
地
区
の
防
災
・
減

災
機
能
向
上
に
向
け
て
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

か
た  

た
ば
ん
じ
ょ
う

き
ょ
う
り
ょ
う
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問答

問答

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て

答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
中
小
企
業
等
の
賃
上

げ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

※
複
数
校
志
願
制
度
と
は

　第
一
志
願
校
が
不
合
格
だ
っ
た
生
徒
を
対

象
に
、
欠
員
の
あ
る
学
校
・
学
科
を
第
二
志

願
と
し
て
受
け
付
け
る
も
の
。
入
学
考
査
料

が
必
要
な
く
、
普
通
科
に
つ
い
て
は
、
出
身

中
学
校
の
所
在
地
に
よ
っ
て
地
域
が
限
定
さ

れ
る
。

※

複
数
校
志
願
制
度
に
つ
い
て

問答 不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問答

問答

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

大
阪
・
関
西
万
博
の

　
　
　
　
　
レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て

問

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
東
九
州
新
幹
線
及

び
豊
予
海
峡
ル
ー
ト
構
想
に
つ
い
て
」

な
ど
２
項
目

※
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
は

　か
ん
が
い
の
歴
史
・
発
展
を
明
ら
か
に
し
、

理
解
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
か
ん
が
い
施

設
の
適
切
な
保
全
に
資
す
る
た
め
に
、
歴
史

的
な
か
ん
が
い
施
設
を
国
際
か
ん
が
い
排
水

委
員
会
が
認
定
・
登
録
す
る
制
度
。

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
地
域
医
療
に
お
け

る
諸
課
題
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
選
ば
れ
る
お
お
い
た

に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」
な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
に
基
づ
い
た
政
策
形
成
に
つ
い
て
」

な
ど
４
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
次
世
代
を
担
う
人
材

育
成
に
つ
い
て
」な
ど
３
項
目

大
友
宗
麟
公
生
誕
５
０
０
年
に

　
　
　
　
　 

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問 ※

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
つ
い
て

答

9
月
11
日（
木
）

9
月
12
日（
金
）

自
由
民
主
党

古
手
川
正
治 

議
員

こ  

て  

が
わ
ま
さ
は
る

左
の
質
問
は
10
分
59
秒
〜

志
士
の
会

末
宗
　
秀
雄 

議
員

す
え
む
ね
　
　
ひ
で 

お左
の
質
問
は
6
分
57
秒
〜

自
由
民
主
党

三
浦
　
正
臣 

議
員

 

み 

う
ら
　
　
ま
さ
お
み左

の
質
問
は
1
分
14
秒
〜

県
民
ク
ラ
ブ

木
田
　
　
昇 

議
員

 

き   

だ
　 

　
　 

の
ぼ
る

左
の
質
問
は
12
分
01
秒
〜

一
般
質
問自

由
民
主
党

宮
成
公
一
郎 

議
員

み
や
な
り
こ
う
い
ち
ろ
う

左
の
質
問
は
30
分
28
秒
〜

自
由
民
主
党

穴
見
　
憲
昭 

議
員

あ
な 

み
　
　 

の
り
あ
き左

の
質
問
は
20
分
38
秒
〜

公
明
党

𠮷
村
　
哲
彦 

議
員

よ
し
む
ら
　  

あ
き
ひ
こ左

の
質
問
は
27
分
09
秒
〜

２
０
３
５
年
以
降
の
大
会
の
日
本

開
催
も
見
据
え
、
県
と
し
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
企
画
振

興
部
長
に
伺
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
日
本
大
会
で
は
、

５
試
合
開
催
し
、
２
５
６
億
円
も

の
経
済
波
及
効
果
を
得
た
本
県
は
、
そ

の
レ
ガ
シ
ー
継
承
に
向
け
、
推
進
委
員

会
を
発
足
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
、
県
協
会
と
連
携
し
、
１

２
２
校
の
小
学
校
等
で
の
ラ
グ
ビ
ー
教

室
開
催
や
、
横
浜
キ
ヤ
ノ
ン
イ
ー
グ
ル

ス
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
２
試
合
に
県
民

６
３
０
０
人
を
招
待
す
る
と
と
も
に
、

国
内
外
か
ら
年
間
８
チ
ー
ム
の
合
宿
を

誘
致
す
る
な
ど
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
２
０
３
５
年
以
降
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
日
本
再
誘
致
を
見
据
え
、
開
催
候
補

地
と
し
て
の
優
位
性
を
高
め
る
た
め
に

も
、
定
期
的
な
代
表
戦
の
誘
致
開
催
は

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、

課
題
と
な
る

交
通
ア
ク
セ

ス
改
善
の
調

査
研
究
を
進

め
、
県
民
が

二
度
目
の
感

動
を
体
験
で

き
る
よ
う
、

引
き
続
き
努

力
し
ま
す
。

複
数
校
志
願
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

複
数
校
志
願
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
１
つ
目
は
、
一
度
の
選
抜
試

験
で
２
校
の
出
願
が
可
能
な
た
め
、
受

験
生
の
負
担
を
増
や
さ
ず
進
路
の
選
択

肢
が
広
が
る
こ
と
。

　
２
つ
目
は
、
第
二
志
願
と
し
て
地
域

の
生
徒
が
地
元
の
高
校
を
選
び
や
す
く

な
り
、
ま
た
大
分
市
の
生
徒
は
市
外
の

高
校
も
選
択
で
き
る
た
め
、
地
域
の
高

校
の
定
員
充
足
の
改
善
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
。

　
３
つ
目
は
、
二
次
入
試
廃
止
に
よ
る

入
学
考
査
料
の
保
護
者
負
担
や
高
校
側

の
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
一
方
で
、
地
域
の
高
校
が
第
一
志
願

の
合
格
者
で
定
員
に
達
し
た
場
合
、
地

域
の
生
徒
が
地
元
の
高
校
に
第
二
志
願

で
出
願
で
き
な
く

な
る
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。

　
本
制
度
を
着
実

に
実
行
に
移
し
つ

つ
、
県
立
高
校
の

魅
力
づ
く
り
も
力

を
入
れ
て
い
き
ま

す
。

大
友
宗
麟
公
生
誕
５
０
０
年
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い

ま
す
。県

は
、
こ
れ
ま
で
企
画
展
な
ど
の

開
催
を
通
じ
、
宗
麟
公
の
人
物
像

や
キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
文
化
等
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
生
誕
５
０
０
年
の
節
目
に
は
、
宗
麟

公
の
足
跡
と
と
も
に
郷
土
の
歴
史
を
再

認
識
し
、
県
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る

好
機
の
た
め
、
総
合
補
助
金
等
を
活
用

し
て
、
関
係
者
の
活
動
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
２
０
３
０
年
を
目
指
し

て
大
友
氏
館
跡
の
整
備
を
進
め
て
い
る

大
分
市
を
は
じ
め
、
関
係
団
体
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
生
誕
５
０
０
年
に
向

け
、
広
く
県
民
の
機
運
醸
成
に
努
め
て

い
き

ま
す
。

て
、
医
学
的
知
見
を
基
に
、
治
療
開
始

時
の
年
齢
を
43
歳
未
満
と
定
め
、
治
療

回
数
は
治
療
開
始
時
の
年
齢
が
40
歳
未

満
で
６
回
、
43
歳
未
満
で
３
回
と
規
定
。

県
の
助
成
も
同
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
早
い
時
期
か
ら
将
来
の
妊

娠
・
出
産
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
、
高
校
生
等
を
対
象
に
出
前

講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、

妊
娠
・
出
産
を

希
望
す
る
方
に

寄
り
添
っ
た
支

援
の
充
実
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
、
そ
の
上
で
、
次
期
プ
ラ
ン

の
策
定
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
第
５
次
お
お
い

た
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
啓
発
活
動
や
女
性
活
躍
推
進
、
働

き
方
改
革
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
令
和
６
年
度
末
時
点
で
、
女
性
活
躍

９
月
に
新
た
に
認
定
さ
れ
た
「
竹

田
の
か
ん
が
い
用
水
群
」
に
つ
い

て
、
観
光
や
教
育
と
い
っ
た
地
域
資
源
の

視
点
も
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
農
林
水

産
部
長
に
伺
い
ま
す
。

竹
田
の
用
水
群
の
登
録
は
、
多
く

の
隧
道
（
※
ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
）

や
石
橋
等
の
歴
史
・
機
能
が
高
く
評
価

さ
れ
た
も
の
。

　
地
元
で
は
、
８
月
に
準
備
会
を
立
ち

上
げ
、
具
体
的
な
活
用
策
と
し
て
、
ス

タ
デ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
合
宿
な
ど
の
実

施
や
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
連
携

し
た
新
た
な
観
光
コ
ー
ス
の
設
定
、
登

録
遺
産
を
付
加
価
値
と
捉
え
た
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
の
立
ち
上
げ
等
が
議

論
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
関
係
部
局
と
連
携

し
て
支
え
て

い
く
と
と
も

に
、
次
世
代

へ
貴
重
な
財

産
と
し
て
引

き
継
げ
る
よ

う
施
設
の
維

持
保
全
に
も

し
っ
か
り
と

取
り
組
み
ま

す
。

不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
福
祉

保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
平
成
15

年
度
か
ら
不
妊
治
療
へ
の
助
成
を

開
始
し
、
保
険
適
用
後
の
令
和
４
年
度

以
降
は
、
自
己
負
担
の
大
き
い
先
進
医

療
と
不
妊
検
査
費
を
市
町
村
と
共
同
で

助
成
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
高
い
水
準

で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
保
険
適
用
の
年
齢
要
件
に
つ
い

推
進
宣
言
企
業
の
数
や
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
な
ど
は
目
標
を
上
回
り
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
女
性
の
管
理
職
割
合
や
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
は
課
題

が
未
だ
に
残
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
次
期
プ
ラ
ン
で
は
、「
次
世
代
の
意

識
醸
成
に
向
け
た
一
層
の
啓
発
」と「
事

業
者
を
巻
き
込
ん
だ
女
性
活
躍
の
さ
ら

な
る
推
進
」
の
２
点
を
重
点
課
題
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
、
経
済
界
と
の
連
携
を
加
速
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

元
気
な
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

万
博
期
間
中
、
情
報
発
信
を
通
じ

て
本
県
へ
の
誘
客
に
努
め
て
お

ず
い
ど
う
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先哲史料館
終戦80年記念企画展

「先哲・重光葵」展示状況

佐伯大橋南側から佐伯港方面を望む

問答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
安
心
な
大
分
県
づ

く
り
に
つ
い
て
」
な
ど
２
項
目

学
び
の
多
様
化
に
つ
い
て

問答

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
日
出
生
台
で
の
訓

練
及
び
大
分
分
屯
地
の
弾
薬
庫
に
つ
い

て
」
な
ど
４
項
目

中
小
業
者
へ
の
賃
上
げ
支
援
に
つ
い
て

問答 防
災
・
減
災
機
能
を
備
え
た

　
　
　
　
　
　
　
道
路
整
備
に
つ
い
て

質
問
は
こ
の
ほ
か
「
最
低
賃
金
引
き
上

げ
の
た
め
の
中
小
企
業
に
お
け
る
価
格

転
嫁
に
つ
い
て
」
な
ど
４
項
目

問答 県
営
住
宅
の
子
育
て
世
帯
向
け

　
　
　
　
　
　
　
　
住
戸
に
つ
い
て

問答 戦
争
体
験
の
次
世
代
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
継
承
に
つ
い
て

可
決
・
同
意
さ
れ
た
議
案
等（知

事
提
出
）

可
決
さ
れ
た
議
案
（
議
員
提
出
）

○
予
算
（
２
件
）

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
　
　
　
　
　
　
　

▽
令
和
７
年
度
大
分
県
港
湾
施
設
整
備
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
条
例
関
係
（
11
件
）

▽
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　

▽
大
分
県
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
の
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

▽
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

▽
大
分
県
立
学
校
の
設
置
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
　
ほ
か

○
人
事
関
係
（
２
件
）

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▽
土
地
利
用
審
査
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
○
そ
の
他
（
５
件
）

▽
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

▽
物
品
の
取
得
に
つ
い
て
　
　
　
　
ほ
か

▽
私
学
助
成
制
度
の
充
実
強
化
等
を
求
め

る
意
見
書

県
民
ク
ラ
ブ

高
橋
　
　
肇 

議
員

た
か
は
し
　
　 

　
は
じ
め

左
の
質
問
は
31
分
52
秒
〜

日
本
共
産
党

堤
　
　
栄
三 

議
員

つ
つ
み
　
　　　え
い
ぞ
う

左
の
質
問
は
16
分
26
秒
〜

自
由
民
主
党

清
田
　
哲
也 

議
員

き
よ 

た
　
　 

て
つ 

や左
の
質
問
は
43
分
13
秒
〜

質
問
は
こ
の
ほ
か「
太
陽
光
発
電
施
設
の

環
境
面
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
」な
ど
５
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
ツ
ー
ル・ド・九
州
に

つ
い
て
」な
ど
３
項
目

質
問
は
こ
の
ほ
か「
大
規
模
災
害
に
備
え

た
道
路
啓
開
に
つ
い
て
」な
ど
４
項
目

9
月
16
日（
火
）

県
民
ク
ラ
ブ

守
永
　
信
幸 

議
員

も
り
な
が
　 

の
ぶ
ゆ
き左

の
質
問
は
5
分
20
秒
〜

自
由
民
主
党

中
野
　
哲
朗 

議
員

な
か 

の
　
　 

て
つ
ろ
う左

の
質
問
は
22
分
13
秒
〜

学
び
の
多
様
化
に
つ
い
て
、
現
状

を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
教
育
長
に
伺

い
ま
す
。

本
県
の
令
和
５
年
度
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
、
小
中
学
校
で
過
去
最

多
を
記
録
し
、
高
校
で
も
７
０
１
人
と

高
止
ま
り
の
状
況
で
あ
り
、
従
来
の
画

一
的
な
学
校
教
育
の
在
り
方
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
で
あ
っ
た
こ
ど
も
が
、
自
分

ら
し
く
主
体
的
に
学
び
に
向
か
う
「
く

す
若
草
小
中
学
校
」
は
、
そ
の
先
駆
け

で
あ
り
、
注
目
し
て
い
ま
す
。

　
県
と
し
て
も
、
習
熟
の
程
度
に
応
じ

た
指
導
や
、
一
人
一
台
端
末
を
活
用
し

た
児
童
生
徒
の
興
味
関
心
に
沿
っ
た
学

習
を
提
供
す
る
な
ど
、
個
別
最
適
な
学

び
の
充
実
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。

不
妊
治
療
へ
の
支
援
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
福
祉

保
健
部
長
に
伺
い
ま
す
。

県
で
は
、
国
に
先
駆
け
て
平
成
15

年
度
か
ら
不
妊
治
療
へ
の
助
成
を

開
始
し
、
保
険
適
用
後
の
令
和
４
年
度

以
降
は
、
自
己
負
担
の
大
き
い
先
進
医

療
と
不
妊
検
査
費
を
市
町
村
と
共
同
で

助
成
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
高
い
水
準

で
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
国
は
保
険
適
用
の
年
齢
要
件
に
つ
い

推
進
宣
言
企
業
の
数
や
男
性
の
育
児
休

業
取
得
率
な
ど
は
目
標
を
上
回
り
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
女
性
の
管
理
職
割
合
や
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
に
は
課
題

が
未
だ
に
残
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
次
期
プ
ラ
ン
で
は
、「
次
世
代
の
意

識
醸
成
に
向
け
た
一
層
の
啓
発
」と「
事

業
者
を
巻
き
込
ん
だ
女
性
活
躍
の
さ
ら

な
る
推
進
」
の
２
点
を
重
点
課
題
に
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
、
経
済
界
と
の
連
携
を
加
速
し
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

元
気
な
大
分
県
づ
く
り
に
向
け
、

大
阪
・
関
西
万
博
の
レ
ガ
シ
ー
を

ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
の
か
、
知
事

に
伺
い
ま
す
。

万
博
期
間
中
、
情
報
発
信
を
通
じ

て
本
県
へ
の
誘
客
に
努
め
て
お

り
、
引
き
続
き
万
博
後
も
見
据
え
て
、

次
の
３
点
に
取
り
組
み
ま
す
。
　

　
１
つ
は
、
万
博
会
場
で
の
ブ
ー
ス
出

展
や
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
Ｐ

Ｒ
し
て
き
た
、
県
産
品
や
観
光
素
材
な

ど
「
地
域
素
材
の
磨
き
上
げ
」。

　
２
つ
は
、
万
博
会
場
で
デ
モ
飛
行
を

行
っ
た
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
な
ど
「
先
端
技

術
の
社
会
実
装
」。

　
３
つ
は
、「
国
際
交
流
の
一
層
の
深

化
」
で
す
。

　
今
回
の
万
博
を
契
機
と
し
て
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
、「
選
ば
れ
る
お
お
い
た
」

の
実
現
を
目
指
し
、
元
気
な
大
分
県
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
各
市
町
村
の
実
情
に
応
じ

た
好
事
例
の
横
展
開
を
進
め
る
と
と
も

に
、
一
人
ひ
と
り
の
こ
ど
も
に
寄
り

添
っ
た
学
習
支
援
や
心
の
ケ
ア
が
で
き

る
よ
う
、
教
員
の
専
門
性
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

戦
争
体
験
の
次
世
代
へ
の
継
承
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
、
教
育
長
に
伺
い
ま
す
。

戦
争
の
記
憶
や
教
訓
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
こ
と
は
、
平
和
な
社
会
を

維
持
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
で
あ

る
た
め
、
県
立
図
書
館
で
の
戦
争
や
平

和
を
テ
ー
マ
に
し
た
図
書
や
資
料
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
開
設
、
先
哲
史
料
館
で

の
企
画
展
開
催
な
ど
、
県
民
が
戦
争
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
で
、
戦
争
体
験
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
学
校
や
公
民
館
等
で
開
催
す
る

語
り
部
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
今
後
は
、
後
世
に
残
す
べ
き
資
料
や

証
言
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
な
ど

を
進
め
、
戦
争
の
記
憶
を
決
し
て
風
化

さ
せ
る
こ

と
な
く
次

の
世
代
へ

継
承
し
て

い
き
ま

す
。

県
営
住
宅
に
お
け
る
子
育
て
世
帯

向
け
住
戸
の
整
備
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
土
木
建
築

部
長
に
伺
い
ま
す
。

誰
も
が
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
環
境

の
維
持
に
対
応
す
る
た
め
、
ビ

ジ
ョ
ン
2
0
2
4
に
基
づ
き
、
県
営
住

宅
の
改
修
や
建
替
え
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
子
育
て

世
帯
向
け
住
戸
改
修
は
、
令
和
８
年
度

ま
で
に
90
戸
の
整
備
が
完
了
す
る
予
定

で
す
。

　
現
在
建
替
え
中
の
明
野
住
宅
で
は
、

子
育
て
世
帯
向
け
に
広
い
間
取
り
の
住

戸
を
中
心
に
60
戸
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら

住
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

中
小
企
業
へ
の
支
援
と
し
て
賃
上

げ
の
環
境
整
備
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
か
、
知
事
に
伺
い
ま
す
。

中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
に
は
、

持
続
的
な
賃
上
げ
の
実
現
が
必
要

で
あ
る
た
め
、
県
で
は
、
中
小
企
業
等

が
生
産
性
を
高
め
、
賃
上
げ
に
踏
み
出

せ
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
の
業
務
改
善
助
成
金
に
上
乗
せ
す

る
県
独
自
の
奨
励
金
の
申
請
は
、
こ
れ

ま
で
6
2
8
件
、
約
１
億
2
8
0
0
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
重
点
枠
を
新
設
し
、
最
低

賃
金
改
定
幅
を
超
え
る
賃
上
げ
を
し
た

中
小
企
業
等
に
対
す
る
補
助
率
を
３
分

の
２
に
引
き
上
げ
る
予
定
で
す
。

　
さ
ら
に
「
賃
上
げ
枠
」
を
12
事
業
に

拡
大
し
た
ほ
か
、
県
制
度
資
金
に
よ
る

金
融
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
中
小
企
業

等
が
持
続
的
な
賃
上
げ
に
踏
み
出
せ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
保
険
料
軽
減
支
援
は
、

国
レ
ベ
ル
で
の
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
国
に
対
し
て
、
物
価
高
対
応
や

賃
上
げ
環
境
整
備
に
対
す
る
県
の
取
組

へ
の
後
押
し
な

ど
、
賃
金
と
物

価
の
好
循
環
の

実
現
に
つ
い
て

要
望
し
て
い
き

ま
す
。佐

伯
市
内
に
お
け
る
防
災
・
減
災
機

能
を
備
え
た
道
路
整
備
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
土
木
建
築
部

長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

佐
伯
港
か
ら
国
道
2
1
7
号
佐
伯

弥
生
バ
イ
パ
ス
を
経
由
し
、
佐
伯

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
ル
ー
ト
は
、

大
規
模
地
震
時
の
円
滑
な
救
援
活
動
等

を
目
的
と
し
た
道
路
啓
開
計
画
の
中
で

最
優
先
啓
開
ル
ー
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

緊
急
輸
送
体
制
を
早
期
に
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
佐
伯
港
と
佐
伯
堅
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
、
国

道
2
1
7
号
佐
伯
弥
生
バ
イ
パ
ス
を
補

完
し
、
災
害
時
に
は
重
要
な
役
割
を
果

た
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
ル
ー
ト
上
の
番
匠
川

に
架
か
る
橋
梁
の
補
修
工
事
を
行
う
な

ど
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
道
佐
伯
蒲
江
線
は
、
佐

伯
堅
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
つ
な

が
っ
て
お
り
、
道
幅
が
狭
い
な
ど
現
道

に
課
題
も
あ
る
た
め
、
整
備
方
針
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
佐
伯
地
区
の
防
災
・
減

災
機
能
向
上
に
向
け
て
、
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

か
た  

た
ば
ん
じ
ょ
う

き
ょ
う
り
ょ
う
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大分県議会ユースモニター

県議会議長と市町村議会議長との意見交換会
　10月8日（水）に、県議会議長と県内各市町村議会の議長
との意見交換会を別府市で開催しました。
　はじめに、全国都道府県議会議長会事務総長の髙原剛氏が
「地方議会における主権者教育について」講演。続いて、広
報委員会委員長である大友副議長が「大分県議会における若
年層に向けた議会広報の取組」を説明しました。
　その後、県内各市町村議会の議長から意見が出され、主権
者教育等をテーマに活発な意見交換が行われました。

会
　長

自 三浦　正臣
み うら　   まさおみ

副
会
長

県 守永　信幸
もりなが　　のぶゆき　

自 桝田　貢
ます だ　　みつぐ

維 三浦　由紀
 み  うら　  よしのり

県 若山　雅敏
わかやま　　まさとし

公 𠮷村　哲彦
よしむら　　あきひこ

自 小川　克己
お  がわ　　かつ  み

共 堤　栄三
つつみ　えいぞう

自 清田　哲也
きよ  た　　てつ や

志 末宗　秀雄
すえむね　　ひで  お

自 大友　栄二
おおとも　  えい じ 県 二ノ宮 健治

 に  の みや　けん じ

無 佐藤　之則
さ とう　　ゆきのり

自 穴見　憲昭
あな み　　のりあき

自 宮成 公一郎
みやなり  こういちろう

広域交通ネットワーク特別委員会  ～広域交流・観光・産業の振興～ 
　９月24日（水）に第７回広域交通ネットワーク特別委員会を開催しま
した。
　今回は執行部より、本特別委員会の調査項目である「東九州新幹線」
及び「豊予海峡ルート」について、その実現に向けた取組状況の説明
を、また「広域道路ネットワーク」については、現状・課題及び整備効
果についての説明を受けました。

防災減災・県土強靱化対策特別委員会
　9月12日（金）に第2回防災減災・県土強靱化特別委員会を開催しました。
　今回は、今後の調査内容について下記のとおり協議を行いました。
・南海トラフ巨大地震対策：県の被害想定の見直しに基づく防災減災対策等
・県土強靱化対策：インフラ整備や耐震・老朽化対策等
・防災体制の強化：避難所運営や孤立集落対策等
今後は、専門家の招致や被災地の視察を通じて調査研究を進め、令和８年
第４回定例会に政策提言を行う予定です。

議員定数調査会を設置しました！

自

共

県

志
無
維

・・・自由民主党
・・・県民クラブ
・・・公明党
・・・日本共産党
・・・志士の会
・・・無所属の会
・・・日本維新の会

会
派
名

議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員定数に
ついて協議、調整を行う。

9月16日（火）に第１回議員定数調査会を開催し、正副会長の選任、議員定数等調査の概要等を話し合いました。
議員定数調査会とは

設置期間：令和7年9月10日から令和8年第2回定例会最終日の前日まで
位置付け：地方自治法第100条第12項「協議又は調整を行うための場」
構成員：各会派から推薦された委員15名

目的

組織

　県議会では、若者の意見を県政に反映させるため、学生４名、社会人７名の計11名を「県議会ユースモニ
ター」に委嘱しました。
　９月11日（木）には、委嘱状交付式及び第１回意見交換会を開催し、10名が参加しました。
　モニターは、県議会の仕組みや役割を学んだ後、「若者が暮らしやすい県にするには」
をテーマに、2つのグループに分かれて議員と意見を交わしました。

「温泉や自然、写真映えする場所など魅力は多い。情報発信を強化す
ると良いと思う。」
「車がないと観光地等に移動できず不便さを感じる。」
「障がいを持つ生徒の進学率が低く、支援体制が不足していると感じ
る。専門的な知識のある人材の支援があると有難い。」

「大分県の現状を改めて実感し、より良くするにはどうし
たらいいか話し合えてよかった。」
「意見交換会の前に議会を傍聴したが、とても貴重な機会
になった。議会で実際に話し合われる様子を見て選挙に行
かなればならないという思いが強くなった。」
「他の人の意見を聞いて、自身の刺激になった。」

ユースモニター意見

終了後の感想

公
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大分県議会ユースモニター

県議会議長と市町村議会議長との意見交換会
　10月8日（水）に、県議会議長と県内各市町村議会の議長
との意見交換会を別府市で開催しました。
　はじめに、全国都道府県議会議長会事務総長の髙原剛氏が
「地方議会における主権者教育について」講演。続いて、広
報委員会委員長である大友副議長が「大分県議会における若
年層に向けた議会広報の取組」を説明しました。
　その後、県内各市町村議会の議長から意見が出され、主権
者教育等をテーマに活発な意見交換が行われました。

会
　長

自 三浦　正臣
み うら　   まさおみ

副
会
長

県 守永　信幸
もりなが　　のぶゆき　

自 桝田　貢
ます だ　　みつぐ

維 三浦　由紀
 み  うら　  よしのり

県 若山　雅敏
わかやま　　まさとし

公 𠮷村　哲彦
よしむら　　あきひこ

自 小川　克己
お  がわ　　かつ  み

共 堤　栄三
つつみ　えいぞう

自 清田　哲也
きよ  た　　てつ や

志 末宗　秀雄
すえむね　　ひで  お

自 大友　栄二
おおとも　  えい じ 県 二ノ宮 健治

 に  の みや　けん じ

無 佐藤　之則
さ とう　　ゆきのり

自 穴見　憲昭
あな み　　のりあき

自 宮成 公一郎
みやなり  こういちろう

広域交通ネットワーク特別委員会  ～広域交流・観光・産業の振興～ 
　９月24日（水）に第７回広域交通ネットワーク特別委員会を開催しま
した。
　今回は執行部より、本特別委員会の調査項目である「東九州新幹線」
及び「豊予海峡ルート」について、その実現に向けた取組状況の説明
を、また「広域道路ネットワーク」については、現状・課題及び整備効
果についての説明を受けました。

防災減災・県土強靱化対策特別委員会
　9月12日（金）に第2回防災減災・県土強靱化特別委員会を開催しました。
　今回は、今後の調査内容について下記のとおり協議を行いました。
・南海トラフ巨大地震対策：県の被害想定の見直しに基づく防災減災対策等
・県土強靱化対策：インフラ整備や耐震・老朽化対策等
・防災体制の強化：避難所運営や孤立集落対策等
今後は、専門家の招致や被災地の視察を通じて調査研究を進め、令和８年
第４回定例会に政策提言を行う予定です。

議員定数調査会を設置しました！

自

共

県

志
無
維

・・・自由民主党
・・・県民クラブ
・・・公明党
・・・日本共産党
・・・志士の会
・・・無所属の会
・・・日本維新の会

会
派
名

議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員定数に
ついて協議、調整を行う。

9月16日（火）に第１回議員定数調査会を開催し、正副会長の選任、議員定数等調査の概要等を話し合いました。
議員定数調査会とは

設置期間：令和7年9月10日から令和8年第2回定例会最終日の前日まで
位置付け：地方自治法第100条第12項「協議又は調整を行うための場」
構成員：各会派から推薦された委員15名

目的

組織

　県議会では、若者の意見を県政に反映させるため、学生４名、社会人７名の計11名を「県議会ユースモニ
ター」に委嘱しました。
　９月11日（木）には、委嘱状交付式及び第１回意見交換会を開催し、10名が参加しました。
　モニターは、県議会の仕組みや役割を学んだ後、「若者が暮らしやすい県にするには」
をテーマに、2つのグループに分かれて議員と意見を交わしました。

「温泉や自然、写真映えする場所など魅力は多い。情報発信を強化す
ると良いと思う。」
「車がないと観光地等に移動できず不便さを感じる。」
「障がいを持つ生徒の進学率が低く、支援体制が不足していると感じ
る。専門的な知識のある人材の支援があると有難い。」

「大分県の現状を改めて実感し、より良くするにはどうし
たらいいか話し合えてよかった。」
「意見交換会の前に議会を傍聴したが、とても貴重な機会
になった。議会で実際に話し合われる様子を見て選挙に行
かなればならないという思いが強くなった。」
「他の人の意見を聞いて、自身の刺激になった。」

ユースモニター意見

終了後の感想

公
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県
議
会
で
は
、
定
例
会
ご
と
に
政
策
勉
強

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
大
阪
国
際
大
学
国
際
教
養
学
部

の
村
田
隆
志
教
授
を
講
師
に
お
招
き
し
「
地

域
資
源
と
し
て
の
豊
後
南
画
」
と
題
し
、
豊

後
南
画
の
特
徴
や
、
地
域
資
源
と
し
て
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

※

南
画
は
、
江
戸

時
代
に
広
ま
っ
た

絵
画
様
式
で
、
そ

の
な
か
で
も
豊
後

南
画
は
、
大
分
県

に
お
い
て
田
能
村

竹
田
を
中
心
に
独

自
に
発
展
し
、
地

域
の
歴
史
や
文
化

を
反
映
し
た
絵
画

様
式
と
し
て
、
現

在
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

大分県議会 検索

題字は、学校法人大分高等学校３年

河野 陽向さんの作品です。

題字は、学校法人大分高等学校３年

河野 陽向さんの作品です。

140140NoNo
大分県議会大分県議会
令和7年11月発行令和7年11月発行

表紙の題字の作者

学校法人大分高等学校
の所属する書道部の様子をご紹介します

河野 陽向 さん

　大分高等学校書道部は、３年生 10名、２年生６名、
１年生９名の計 25名で活動しています。
　部訓である「意識向上～礼儀・団結・考動～」の
もと日々の部活動に励んでいます。主な活動は各種
展覧会へ向けた作品制作や書道パフォーマンスです。
　目標は「高大展」「書の甲子園」のW優勝です !

かわ  の ひなた

かわの　 ひなたかわの　 ひなた

　県議会では、県民の声を県政に反映させることを目的に、地域の現状や課題、これらへの対応や
取組などについて意見交換を行う「出前県議会」を毎年開催しています。
　今年度は 10月 17日に竹田市で「豊肥地域の魅力ある地域づくり」をテーマに、豊肥地域で活躍
する4名に活動報告や提言を発表いただきました。
　その後、発表者 4 名と広報委員、地元県議など 15 名の議員、竹田市副市長など来賓 5 名が活発
に意見を交わしました。

《
県
議
会
今
後
の
動
き
》

令
和
７
年

　
　
第
４
回
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

11
月
26
日（
水
）　
開
会

12
月
3
日（
水
）〜
5
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
本
会
議（
一
般
質
問
）

　
　
8
日（
月
）9
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会

　
　
12
日（
金
）　
閉
会

　YouTubeで過去の定例会のダイジェストをご覧い
ただけます。
　10月12日放送分は、こども議会見学やユースモニ
ターとの意見交換会の様子などを配信しています。

議員が講師として小学校から大学等に出向き、県
議会の仕組みや議員の活動についてわかりやすく
説明します。

　

あっきらきら農園
赤嶺 正義　さん
（豊後大野市）

(株)高山組
高山 恵利佳　さん

（竹田市）

グローカルおおの
森 美由紀　さん
（豊後大野市）

かぼす農家
渡邉 かおり　さん

（竹田市）

｜ト｜ピ｜ッ｜ク｜ス｜

政
策
勉
強
会

議員出前講座

議会ロビー展示

お申込み方法や
過去の開催状況
は二次元コード
からご覧いただけます

【お問合せ】
議会事務局政策調査課 
TEL:097-506-5036

〔編集〕大分県議会事務局  大分市大手町3丁目1-1 TEL097-506-5035（ダイヤルイン） FAX097-506-1785
大分県議会ホームページにも広報紙を掲載しています。https://www.pref.oita.jp/site/gikai/kohoshi.html

　ウクライナの子どもたちが描いた絵画10点を展示しました。
（8月29日～9月24日）
　ウクライナの子どもたちが平和を願って描いたもので、北九
州市立美術館分館でも展示され、好評を博した作品です。

総合学習や公民の授業で
活用しませんか？

開催校
募集中
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